
被　害　状　況地震規模地震名称発生年
火災が発生したため、被害が増大した。死者・行方不明者約１４２，０００名、家屋の全半壊約２５４，０００
棟などの甚大な被害に見舞われた。沿岸には津波が来襲し、波高は熱海で１２ｍにも及んだ。

Ｍ７．９関東大震災（関東地震）１９２３年 （大正１２年）

死者２７２名、家屋の全壊２，１６５棟。丹那断層（長さ３５�、横ずれ最大２～３ｍ）が動き、山崩れや崖
崩れが多数発生した。

Ｍ７．３北 伊 豆 地 震１９３０年 （昭和５年）

死者９名、家屋の全壊８１４棟。静岡・清水に被害が多く、清水港で岸壁・倉庫が大破などの被害
があった。

Ｍ６．４静 岡 地 震１９３５年 （昭和１０年）

全体で死者・行方不明者約１，２００名、住家の全壊約１７，６００棟など。下田市で最大２．１ｍの津波に襲
われた。

Ｍ７．９東 南 海 地 震１９４４年 （昭和１９年）

石廊崎付近の活断層が動き、死者３０名、負傷者１０２名家屋の全壊１３４棟などの被害が発生した。Ｍ６．９伊豆半島沖地震１９７４年 （昭和４９年）

死者２５名、負傷者２１１名、家屋の全壊９６棟など、河津町を中心に被害が発生した。Ｍ７．０伊豆大島近海地震１９７８年 （昭和５３年）

広報しもだ  ２００６. ８ 月号  －２－

　

静
岡
県
内
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
、

過
去
１
０
０
〜
１
５
０
年
周

期
で
発
生
し
て
い
る
東
海
地

震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

ク
ラ
ス
の
大
地
震
で
、
下
田

市
で
は
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域

で
立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
と

な
る
程
度
の
震
度
６
弱
の
揺

れ
が
１
分
以
上
続
き
、
稲
生

沢
川
河
口
流
域
で
は
液
状
化
、

　

〜　

分
後
に
は
、
津
波
の

１０

１５

第
一
波
が
襲
来
し
、
場
所
に

よ
っ
て
は
最
大
波
高 
５ 
ｍ
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
も
っ

と
も
頼
れ
る
の
は
自
分
自
身

で
す
。「
自
ら
の
命
は
自
ら
守

る
。
自
ら
の
地
域
は
皆
で
守

る
。」
こ
れ
を
基
本
に
日
ご
ろ

か
ら
備
え
を
十
分
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
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い
ざ
と
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
場
所
に
一
つ
に
ま
と
め

て
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
非

常
持
ち
出
し
袋
の
中
身
は
、
そ
の

ご
家
庭
の
家
族
構
成
等
に
よ
っ
て

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
男
性
で
最

大　

�
、
女
性
で　

�
が
ひ
と
つ

１５

１０

の
目
安
で
す
。家
族
で
話
し
合
い
、

必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。
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各
家
庭
で
７
日
間
程
度
は
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
、
食
料
、
飲
料

水
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。
食
料

は
調
理
不
要
の
非
常
食
３
日
分
を

含
む
７
日
分
。
飲
料
水
は
、
１
人

あ
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
３
日

分
備
蓄
す
る
よ
う
に
し
、
日
常
使

用
し
な
が
ら
順
次
新
し
い
も
の
に

取
り
替
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
は

転
倒
し
な
い
よ
う
、
Ｌ
字
型
金
具

な
ど
を
使
っ
て
し
っ
か
り
留
め
、

高
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
か
な
い
様

に
し
ま
し
ょ
う
。
強
化
ガ
ラ
ス
等

に
取
り
替
え
た
り
、
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
て
い
る
と
き

に
棚
が
倒
れ
て
き
た
り
、
上
に
置

い
た
も
の
が
落
ち
て
き
た
り
し
な

い
よ
う
、
家
具
の
配
置
を
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ

た
人
の
約
８
割
が
住
宅
の
倒
壊
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
家
の
耐
震

性
を
点
検
し
、
補
強
工
事
を
施
す

な
ど
、
地
震
に
強
い
家
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
耐
震
補
強
を
行
う

場
合
に
は
、 市
の
助
成
制
度
が
利
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が

倒
壊
し
、
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が

亡
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

ぐ
ら
つ
き
や
傾
き
、
ひ
び
割
れ
な

ど
が
な
い
か
点
検
し
、
必
要
に
応

じ
て
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

は
、
し
っ
か
り
と
固
定
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
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家
庭
の
防
災
対
策
を
再
点
検
！

家
庭
の
防
災
対
策
を
再
点
検
！
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（
9
月
1
日
）

（
8
月　

日
〜
9
月
5
日
）
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－３－  広報しもだ  ２００６. ８ 月号

　一般的に��������	
��とされていますが、東海地震はマグニチュード8クラスの海溝型地震で濃密な
予知観測網が設置されているので、直前予知が可能な場合があると考えられています。東海地震の予知に関する情
報は、次の3つに区分して発表されます。
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東海地震観測情報東海地震観測情報東海地震観測情報

東海地震注意情報東海地震注意情報東海地震注意情報

東海地震予知情報東海地震予知情報東海地震予知情報
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措　置　及　び　対　応区　分

住んでいる場所が危険と思われる方は、自主的に避難してください。避 難

平常どおり供給を継続します。（使用はできますができるだけ使わない）

電気

ライフライン ガス

水道

使用は可能ですが、状況に応じて通話規制が行われます。電 話

最寄りの安全な駅まで運行して停車します。鉄 道

最寄りの安全な駅まで走行し運行は中止となります。バ ス

避難路などを確保するため、国道・県道・市道等の幹線道路などで交通規制
 （車は徐行運転） をします。道 路

営業を中止します。（ただし、一部のATMは営業継続）金 融 機 関

耐震性の確保される店舗にあたっては、店舗の判断により営業を継続。コ ン ビ ニ 等

外来診療を中止します。（急患を除く）病 院

閉校、閉園となります。（一部の教職員は待機）学校・幼稚園等

�����������

●防災対応は特にありません。

●国や自治体等では情報収集連絡体制がとられます。
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（防災準備行動開始）

●東海地震に対処するため、以下のような防災の準備行動がとられます。

○必要に応じ、児童・生徒の帰宅等の安全確保対策が行われます。

○救助部隊、救急部隊、消火部隊、医療関係者等の派遣準備が行われます。

●気象庁において、東海地震発生につながるかどうかを検討する判定会

が開催されます。
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●地震災害警戒本部が設置されます。

●津波や崖崩れの危険地域からの住民避難や交通規制の実施、百貨店等

の営業中止などの対策が実施されます。
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警戒宣言が発令されると、私たちの身のまわりは次のような規制等がかかります。社会の動きをよく理解し
て、落ちついて行動することが大切です
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